
しょうがいはどこに宿るの？
社会にひそむ障害や、人と社会の間に生じる障害について考えることは

医学・医療に関わる全ての人にとって大切なことです
東京大学医学部 医学科・健康総合科学科 学部学生向け教育プログラム

医学のダイバーシティ＆インクルージョン
人材育成プログラム

人と人とが出会う医療現場。そこでは患者さんの多様な生を目の当たりにします。
そんな当事者の方ひとりひとりに寄り添う医療はどうすれば創り上げられるのでしょ
うか？ひとりひとりのどこからしょうがいは生まれてくるのでしょうか？
外に出て一緒に考えてみませんか。

日程 講師 内容
2022/5/20 宮本有紀、金原明子、

里村嘉弘、笠井清登 オリエンテーション

2022/6/10
熊谷晋一郎さん
（先端科学技術研究
センター）

「医学の共同創造：誰が医学・
医療の最適なデザイン者か？」

2022/9/9
武田裕子さん
（順天堂大学医学
教育研究室）

健康の社会的決定要因の医学教育

2022/7/15 ※協力講師・テーマ
（参加学生さんたちと相談して
内容を決めていきます）

ピアサポート
トラウマインフォームドケア

アンティスティグマ
患者市民参画など

佐々木理恵さん（精神神経科・ｼﾆｱﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾄﾜｰｶｰ）
金原明子さん（精神神経科）
宮本有紀さん（精神看護学）
西大輔さん（精神保健学）

山口創生さん（国立精神・神経医療研究センター）
大島紀人さん（相談支援研究開発センター）など

2022/10/29-30
（土・日
ﾘﾄﾘｰﾄ合宿）

2022/11/4

2022/12/16

2023/1/20

2023/2/17

2023/3/10

形式 レクチャー／実習
日時 月1回金曜日 17:00-18:15
場所 クリニカルリサーチセンター（CRC）A棟1階

※場所の詳細は参加登録者メーリングリストにてご案内します
※COVID-19拡大状況によりオンラインに変更する可能性があります

対象 医学科・健康総合科学科 学部学生

内容
ダイバーシティ＆インクルージョン領域
◆健康の社会的決定要因（Social determinants of health: 
SDH）についての実践的教育

◆ジェンダー、多文化、医療人類学などに関連する教育的
プログラムを実施

共同創造領域
◆医療開発における患者・市民参画
（Patient-public involvement: PPI）の重要性や
ユーザーリサーチャー、当事者研究について学ぶ

◆障害のある医療人のバリアフリーやピアサポートについて学ぶ

参加申し込み：
https://forms.gle/aiDXnCNEuXBAmsTR6

参考図書・情報等
［書籍］
• 熊谷晋一郎「当事者研究」岩波書店、2020.

［ウェブサイト］
• 当事者研究Lab（熊谷研究室） https://touken.org
• ピアサポートワーカーの現在地 ～ちょっとのぞいてみたい

東大病院ピアサポートワーカー研修プログラム～
• https://co-production-training.net/materials/
• ピアスタッフについて知ってこ！ぷろじぇくと

https://www.peer426.net/
• リカバリーカレッジと共同創造

https://recoverycollege-research.jp/

主催 医学のダイバーシティ教育研究センター https://cdmer.jp
問い合わせ 里村嘉弘 satomura@g.ecc.u-tokyo.ac.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料１２】
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